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先 進 素 材 開 発 解 析 シ ス テ ム 全 国 国 際 共 同 利 用 専 門 委 員 会

委員長 渡辺 隆 司(京 都 大学 生存圏研 究所)

1.共 同利用 施設 お よび活 動の概 要

京都大学生存圏研究所先進素材開発解析 システム(AnalysisandDevelopmentSystemfor

AdvancedMaterials,以 下ADAMと 略)は 、 「高度マイ クロ波加熱応用及び解析 サブシステ

ム」、 「超 高分解能有機分析サ ブシステ ム」、 「高分解能多元構 造解析 システム」 か ら構成 さ

れ る実験装置 であ り、平成23年 度後期か ら共同利 用設備 としての運用 を開始 した。本設

備 は、世界 唯一 の多周波マイ クロ波加 熱装置、 フー リエ変換 イオンサイ クロ トロン共鳴質

量分析装置(FT-ICR-MS)、 無機 用お よび有機用電子顕微鏡 な どか らなる複合研究装置で あ

り、マイ クロ波加熱 を用い た新材料創 生、木質関連新材料 の分析 、その他先進素材 の開発

と解析 な どに用 い られ る。本装置 は研 究所の フラグシ ップ共 同研究 「バイ オマ ス ・物質変

換のためのマイク ロ波高度利用共 同研 究」推進のための中核研 究装置 として も使 われ る。

高度マイ クロ波加熱応用及び解析サブシステ ム

マイ クロ波信号発生器 、2.14GHz帯650W進 行波管増幅器 、

2.45GHz帯1kWマ グネ トロン発振器 、5.8GHz帯600Wマ グ

ネ トロン発振器 、800MHz～2.7GHz帯250WGaN半 導体増幅

器 、アプ リケータ、スペ ク トラムアナ ライザ 、他 高度マイク。波力嚥 応用

及び解析サブシステム

超 高分解能有機分析サブシステ ム

1.フ ー リエ 変 換 イ オ ン サ イ ク ロ トロ ン 共 鳴 質 量 分 析 装 置

(FTICRMS)(ブ ルカー ・ダル トニクス株式会社製)

2.多核核磁気共鳴装置 λ一400(日 本電子株式会社製)
FT-ICR-MS

高分解能多元構造解析 システム

1.無 機 用 電 界 放 出 形 電 子 顕 微 鏡(200kV

FE-TEM)(日 本電子株式会社製)

2.有 機用透過電子顕微鏡(120kVTEM)(日 本電

子株式会社製)

3.比 表 面積1細 孔分布測 定装 置 アサ ップ2020

(島津 マイ クロメ トリックス社製)

無機用電界放出 有機用透過

先進 素材 開発解析 システム(ADAM)見 学会の開催 形電子顕微鏡 電子顕微鏡

平成24年11月13日 に第2回 先進素材 開発解析 システ ム(ADAM)見 学会 を開催 し、

ADAMを 構成す る 「高度マイ クロ波加熱応用及び解析 サブシステ ム」、 「超 高分解能有機

分析 サブシステム」、「高分解能 多元構造解析 システム」の装置類の機能 を一般 にわか りや

す く紹介 した。
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第2回 先 進 素 材 開 発 解 析 シ ス テ ム(ADAM)シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催

平 成24年11.月13日 に 第2回 先 進 素 材 開 発 解 析 シ ス テ ム(ADAM)シ ン ポ ジ ウ ム を 、 ミ ッ

シ ョ ン2お よ び 生 存 圏 フ ラ ッ グ シ ッ プ 共 同 研 究 の 活 動 紹 介 の た め の シ ン ポ ジ ウ ム と 合 同

の 形 式 で 開 催 し 、 活 発 な 議 論 を 行 っ た 。

2.共 同 利 用 研 究 の 成 果

[1]学 術 雑 誌 論 文

1.K.Kashimura,N.Hasegawa,S.Suzuki,M.Hayashi,T.Mitani,K.NagataandN.

Shinohara:MicrowaveHeatingBehaviorofConductiveMulti-particlesusing

SpatiallySeparatedElectricandMagneticnodes-Ef匠bctsofRelativeDensityon

AbsorptionPropertiesofVariousCarbonPowderCompacts-,J.Appl.Phys.,113,1,

024902-1-5(2013).

2.J.Fukushima,K.Kashimura,S.Takayama,M.Sato,S.Sano,YHayashiandH.

Takizawa:In-SituKineticStudyonNon-ThermalReductionReactionofCuO

duringMicrowaveHeating,MateLLett.,91,252-254(2013).

3.K.Kashimura,J.Fukushima,T.Mitani,M.SatoandN.Shinohara:MetalTi-Cr

AlloyPowdersNitridingunderAtmosphericPressurebyMicrowaveHeating,J.

AlloysandCompounds,550,239-244(2013).

4.K.Kashimura,S.Suzuki,M.Hayashi,T.Mitani,K.NagataandN.Shinohara:

Surface-Plasmon-LikeModesofGraphitePowderCompactinMicrowaveHeating,

J.App1.Phys.,112,3,034905-1-5(2012).

5.K.Kashimura,M.Sato,M.Hotta,D.K.Agrawa1,K.Nagata,M.Hayashi,T.Mitani

andN.Shinohara:IronMakingfromFe304andGraphiteusingMicrowaveEnergy

at915MHz,MateLSci.&Eng.A,556,977-979(2012).

6.J.Fukushima,K.Kashimura,S.TakayamaandM.Sato:Microwave-energy

DistributionfbrReductionandDecrystallizationofTitaniumOxides,Chem.Lett.,

41,39-41(2012).

7.J.Fukushima,K.Kashimura,andM.Sato:Chemicalbondcleavageinducedby

electronheating-Gasemissionbehavioroftitanium-metalloidcompounds

(titaniumnitrideandoxide)inamicrowavefield-,Mater.Chem.andPhys.,131,

178-183(2011).

8.S.Horikoshi,S.Matsuzaki,T.Mitani,N.Serpone,Microwavefrequencyeflbctson

dielectricpropertiesofsomecommonsolventsandonmicrowave-assisted

syntheses:2-AllylphenolandtheC12-C2-C12Geminisurfactant,RadiationPhys.

Chem.,81,1885-1895(2012).

9.S.Horikoshi,A.Osawa,S.Sakamoto,N.Serpone,Controlofmicrowave-generated

hotspots.PartIV.Controlofhotspotsonaheterogeneousmicrowave-absorber
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catalystsurfacebyahybridinternal!externalheatingmethod,Chem.Eng.Proces.,

(2013)accepted.

10.S.Horikoshi,T.Sato,N.Serpone,RapidsynthesisofGeminisurfactantsusinga

novel915-MHzmicrowaveapparatus,J.OleoSci.,62,39-44(2013).

11.S.Horikosh,T.Sumi,N.Serpone,Unusualeffectofthemagneticfieldcomponentof

themicrowaveradiationonaqueouselectrolytesolutions,J.MicrowavePower

ElectromagneticEnergy,46,215-228(2012).

12.K.Oshidaa,M.Murata,K.Fujiwara,T.Itaya,T.Yanagisawa,K.Kimura,T.

Nakazawa,Y.A.Kim,M.Endo,B.-H.Kim,K.S.Yang:Structuralanalysisofnano

structuredcarbonbytransmissionelectronmicroscopyandimageprocessing.App1.

SurfaceSci.,(inPress)(2013).

13.A.Uesaka,M.Ueda,A.Makino,T.Imai,J.Sugiyama,andS.Kimura,

Self-Asseml)1iesofTriskelionA2B-TypeAmphiphilicPolypeptideShowing

pH-ResponsiveMorphologyTransfbrmation,Langmuir,28,6006-6012(2012).

14.H.Nishimura,M.Sasaki,H.Seike,M.Nakamura,T.Watanabe,Alkadienyland

alkenylitaconicacids(ceriporicacidsGandH)fromtheselectivewhitefungus

Ob画 ρo盟σρρ醐珍5召 加 θηηZ昌ρo凋,Anewclassofmetabolitesinitiatingligninolyticlipid

peroxidation,Org.Biomo1.Chem.,10,6432-6442(2012).

[II]著 書

1.S.Horikoshi,N.Serpone,MicrowavesinOrganicSynthesis,3rded.,(Eds.byA.de

laHozandA.Loupy),Chapter9,Wiley-VCHVerlag,GmbH,Weinheim,Germany

(2012).

2.堀 越 智 、 マ イ ク ロ 波 化 学 プ ロ セ ス 技 術(監 修:和 田雄 二/竹 内 和 彦)、 第2お よ び4

章(2012)マ イ ク ロ 波 化 学 最 近 の トピ ッ ク ス(シ ー エ ム シ ー 出 版)

3.三 谷 友 彦 、 渡 辺 隆 司:バ イ オ マ ス 分 解 ・燃 料 化 、 マ イ ク ロ 波 プ ロセ ス 技 術11、 シ ー エ

ム シ ー 出版 、262-272(2013).

4.T.Watanabe,andT.Mitani,Microwavetechnology負)rlignocellulosicbiorefinery,

TheRoleofGreenChemistryinBiomassProcessingandConversion,eds.byH.Xie,

N.Gathergood,JohnWiley&Sons,281-291(2012).

[皿]卒 業 論 文

加 藤 寿 一 「γ一シ ク ロ デ キ ス ト リ ン を利 用 した 機 能 性 炭 素 合 成 」,筑 波 大 学 理 工 学 群

応 用 理 工 学 類(平 成24年 度)

[IV]テ レ ビ 、 新 聞 等

1.FNS仙 台:「 が れ き の ア ス ベ ス トを 無 害 化 研 究 進 む 」,ニ ュ ー ス(H24/12/20),

2.日 刊 工 業 新 聞:「 震 災 が れ き処 理 に マ イ ク ロ波 が 一 役 一非 飛 散 性 ア ス ベ ス トの 無 害 化 コ

ス ト半 減 」(H24/2/14)
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3.NHKサ イ エ ン スゼ ロ:「 電 子 レン ジで鉄 が 作れ る!?未 知 の マイ ク ロ波 効 果 を活 用

せ よ」(H24/1/23)

[V]特 許 ・共 同研 究 等

1.特 願2012-160636、 マイ ク ロ波 に よ るチ タ ン直接 還 元 法(H24/7/19

2.特 願2012-210875、 マ イ ク ロ波 反 応 装 置(H24/9/25)

[VI]受 賞

1.日 本 電磁 波エ ネ ル ギー応 用 学 会 第5回 シ ンポ ジ ウム ベ ス トペ ーパ ー 賞,2CO22福

島潤 、樫 村 京 一 郎 、佐 藤 元 泰 「マ イ ク ロ波 に よ る酸 化 金 属 の還 元 」

2.環 境 研 究 総合 推 進 費 モデ ル 事 業 選 出,行 政 刷新 会 議 ワー キ ン ググル ー プ,「 新 仕 分 け」,

(2013/11/16)分 資 料2/3

3.材 料 技 術研 究 協 会 討 論会 ゴー ル ドポ ス ター 賞 、2012年12 .月7日 、鷲 見 卓 也 ・堀越 智 ・

酒 井 秀 樹 ・阿部 正 彦

4.第10回 木 質炭 化 学 会 大 会 ・優 秀 発 表 賞(2012年6,月)畑 俊 充 、 朝 倉 良平 、 内本 喜 晴 、本

間 千 晶 「木 質 か らの 白金 代 替燃 料電 池 用 カ ソー ド触 媒 合 条件 のPy-GC/MSに よる最適 化 」

3.共 同 利 用 状 況

ADAMは 平成23年 度 後 期 か ら共 同利 用 を開始 し、15件 の共 同利 用 課 題 を採 択 し、24年 度 は

18件 とな った。

年度161718192021222324

採択III -一 一 一 一 一 一1518
課題数

澱 押 一 一 一 一1-一 一 熱 威ll
**研 究代表者および研究協力者の延べ人数

4.専 門委 員会の構 成及 び開催状 況(平 成24年 度)

ADAM共 同利 用専門委員会は以下の委員か ら構成 され る。平成24年11月13日 に第2

回先進素材開発解析 システム(ADAM)共 同利用専門委員会 を開催 した。

ADAM共 同利用専門委員会委員:福 島和彦(名 大大学院生命農学研 究科、教授)、 二川佳央

(国士舘大理工学部、教授)、 飯尾英夫(大 阪市大大学院理学研 究科、教授)、 松村竹 子

(ミネルバ ライ トラボ、主任研究員)、 岸本崇生(富 山県立大工学部、准教授)、 木島正

志(筑 波大大学院数理物質科学研究科、准教授)、 石井大輔(龍 谷大理工学部 、助教)、

渡邊 隆司(京 大生存研 、教授)、 杉 山淳司(京 大生存研 、教授)、 篠原真毅(京 大生存研、

教授)、 今井友也(京 大生存研、准教授)、 畑俊充(京 大生存研 、講師)、 三谷友彦(京

大生存研、准教授)
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